
 

 

報道関係各位                                                 2019 年 10 月吉日 

 

 

 

 

 

 

拝啓 ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

社会福祉法人 恩賜財団 神奈川県済生会横浜市東部病院（神奈川県横浜市鶴見区、以下、当院）は、地域

の子育て中の親と子どもを対象に「子どもと医療を結ぶプロジェクト」の一環として、2019 年 10 月 12 日（土）に、

公開講座「子供の便秘は今すぐ治せ！～便秘治療の基本の“き”～」を開催いたします。 

 

日本における便秘の有訴者率は、平成 28 年の国民生活基礎調査によると女性 4.6％、男性 2.5％で、男女と

もに加齢に伴って増加します。子どもにおいても珍しいことではなく、少なくとも 10 人に 1 人が該当すると考えら

れており*1、3～8 歳児を対象とした最新の調査研究では 20％の子どもが便秘症であった*2 との報告もあります。 

 

便秘は「便が滞った、または便が出にくい状態である」と定義されており、便秘“症”とは「便秘による（身体）症

状が表れ、診療や治療を必要とする場合である」と定義されています*1。前述の通り、子どもたちの 20％が便秘

症と言われていますが全員が治療を受けているわけではありません。また、便が出ている状態でも便秘である

場合があり、保護者が子どもの便秘に気づいていない“隠れ便秘”が大多数と考えられています。さらに、保護

者が「便が出にくい状態」を医師に相談しても、適切な治療が行われていない場合も少なくありません。 

 

本企画では、日本でも数少ない小児の消化器疾患を専門とし、また「小児慢性機能性便秘症診療ガイドライ

ン」の作成に携わった、小児肝臓消化器科 副部長 十河剛より便秘治療の基本と、欧米で小児への使用が推

奨されている新薬の登場を受けた世界標準の治療についてお話した後、薬剤師・看護師・管理栄養士それぞれ

の立場から、薬物療法や栄養療法、トイレットトレーニングについて講演いたします。なお、講演会終了後には来

場メディア向けに登壇者への質疑応答の時間もご用意しております。ご多忙中とは存じますが、ぜひともご取材

を賜りたく、ご案内申し上げます。  

敬具 

 
*1 日本小児栄養消化器肝臓学会、日本小児消化管機能研究会「小児慢性機能性便秘症診療ガイドライン」 

*2 Fujitani A, Sogo T, Inui A, Kawakubo K. Prevalence of Functional Constipation and Relationship with Dietary Habits in 3- to 8-Year-Old Children 

in Japan. Gastroenterol Res Pract. 2018; 3108021. doi:10.1155/2018/3108021. eCollection 2018. 

[https://www.hindawi.com/journals/grp/2018/3108021/] 

 

 

  

〈ご取材のご案内〉 

“子どもと医療を結ぶプロジェクト”公開講座 
「子供の便秘は今すぐ治せ！～便秘治療の基本の“き”～」 

   【日時】 2019 年 10 月 12 日（土） 10：00～11：00（9：30 受付開始） 

【会場】 済生会横浜市東部病院 3 階多目的ホール 

＜本件についてのお問い合わせ先＞ 

済生会横浜市東部病院 広報事務局（（株）オズマピーアール内） 担当：有道、白石 

TEL：03-4531-0212 FAX：03-6677-1000 Email：healthcare@ozma.co.jp 



 

 

【開催概要】 

■タイトル 

 “子どもと医療を結ぶプロジェクト”公開講座 

「子供の便秘は今すぐ治せ！～便秘治療の基本の“き”～」 

 

■日時 

2019 年 10 月 12 日（土） 10：00～11：00（9：30 受付開始） 

 

■会場 

済生会横浜市東部病院 3 階多目的ホール 

 

■進行（予定） 

9：30～ 受付開始 

10：00～11：00  講演「子供の便秘は今すぐ治せ！～便秘治療の基本の“き”～」 

当院小児肝臓消化器科 副部長 十河剛 医師 

11：00～11：10  質疑応答（一般向け） 

11：10～11：30  質疑応答（メディア向け） 

 

■アクセス 

社会福祉法人 恩賜財団 神奈川県済生会横浜市東部病院 

〒230-8765 神奈川県横浜市鶴見区下末吉 3-6-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜交通のご案内＞ 

■車の場合 

東京方面から：首都高速道路「浜川

崎 IC」または「汐入 IC」出口をご利用

ください。 

横浜方面から：「岸谷生麦 IC」または

「子安 IC」出口をご利用ください。 

※上記 IC いずれからも当院まで約

15 分。「新鶴見橋西側」交差点をお

入りください。 



 

 

【登壇者紹介】 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【小児肝臓消化器科について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【済生会横浜市東部病院について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：神奈川県済生会横浜市東部病院（https://skanagawa-saiseikai.jp/facility/10.html） 

 

 

 

 

 

 

当科では肝臓学会認定の肝臓専門医の資格を有する小児科医と消化

器内視鏡学会認定の消化器内視鏡専門医、ならびに消化科管学会認

定胃腸科専門医、小児栄養消化器肝臓学会認定医の資格を有する小

児科医が参集し、常に小児専門医による高度な肝臓・消化器専門医療

を展開しております。また、病棟には常に専門診療を必要とされている

患者さんがいらっしゃいます。専門外来には紹介を受けた患者さんが

全国各地から来られます。患者さんと養育されている方たちを支えるた

めに、医師のみならずチャイルドライフスペシャリスト、保育士、薬剤

師、管理栄養士が診療に参加しています。 

済生会横浜市東部病院小児肝臓消化器科 副部長 
十河  剛（そごう つよし） 

防衛医大 1995 年卒 
専門分 野  

肝臓、消化器、スポーツ医学 
学会専 門医・認定医  

日本消化器学会専門医 

日本肝臓学会専門医・指導医 

日本消化管学会胃腸科専門医・指導医 

当院は平成 19 年 3 月 30 日に開院しました。横浜市東部地域の中核病院

として「医療を通じて生命（いのち）を守る」という理念のもと、常に一歩先

の急性期医療の提供を目指し、国が示す 5 疾病・5 事業の推進、並びに近

隣の病院、診療所及び介護・福祉施設との連携体制の強化による、地域

完結型医療の構築に努めております。救命救急センターを併設し、小児科

救急、精神科救急を含む救急医療に積極的に取り組み、災害時には災害

拠点病院としての機能を果たします。がん、心疾患、脳血管疾患等に対す

る高度専門医療についても、最新鋭の医療機器を導入するなど一層充実

させてまいります。また、現場を離れている潜在看護師の復職支援など地

域貢献にも積極的に取り組んでおります。2
 



 

 
 

済生会横浜市東部病院 広報事務局（（株）オズマピーアール内）行 

FAX：03-6677-1000 
 

 

 

 

 

 

 

 

お手数ですが 10 月 10 日（木）までに FAX にてご返信ください。 

□ご出席／□ご欠席 	

貴 社 名  

ご 所 属  

ご 芳 名 （他   名） 

カ メ ラ □有（スチール ／ ENG）      □無 

TEL 
 

FAX 
 

E-MAIL 
 

通信欄 
 

 

 

※ご記入いただいた個人情報は、お申し込みの受付や資料の送付、当日の運営、ならびに今後の同種イベント

のご案内の目的で利用させていただき、それ以外の目的で利用しません。 

〈ご取材のご案内〉 

“子どもと医療を結ぶプロジェクト”公開講座 
「子供の便秘は今すぐ治せ！～便秘治療の基本の“き”～」 

   【日時】 2019 年 10 月 12 日（土） 10：00～11：00（9：30 受付開始） 

【会場】 済生会横浜市東部病院 3 階多目的ホール 


